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インターネット用語解説：12 金森 國臣

PDF【ピーディーエフ】

Portable Document Format（ポータブルドキュメントフォーマ

ット）の略。Acrobatの共通ファイル形式。テキスト、グラフィク

ス、画像を含んだ文書をPDFファイルに変換することにより、コ

ンピュータシステムの種類に関係なく、また文書の作成に使用した

ソフトウェアやフォントに関係なく、Amberなどのビューアーを使

用して表示、印刷することができる。PDFでは元のイメージを忠実

に再現することができるため、WWWサーバーを使用したオンライ

ン出版などへの応用が期待されている。

テレコミューティング（telecommuting）

バスや電車などで物理的に移動する代わりに、通信技術を

使用して会社のネットワークにアクセスし、自宅で仕事をす

る勤務形態のこと。いわゆる在宅勤務のことであるが、コン

ピュータネットワークの利用が強調されている点が従来とは異

なる。イントラネットを構築すると、社内資源へのアクセス

がさらに簡単になるため、以前よりも実現しやすい状況にあ

る。このような形態で「通勤」する人をテレコミューター

（telecommuter）と呼ぶ。

Acrobat【アクロバット】

米アドビ・システムズ社（Adobe Systems Incorporated）

が開発した電子出版ソフトウェアの総称。通常、文書は用

紙に印刷することを前提に作成されるが、Acrobatを使用

すると、文書をPDFファイルに変換し、WWWサーバーや

CD-ROMといった電子媒体に載せて流通させることができ

る。Amberなどのビューアーによってもとのイメージを画

面上に再現したり印刷することができるため、作成に使用

したアプリケーションやハードウェアに関係なく文書を交換

することができる。

クリッカブルマップ（clickable map）

リンク先のアドレスが埋め込まれている画像のこと。この画像を

マウスでクリックすることにより別のHTML文書やページが表示さ

れる。観光案内などのホームページで利用されることが多く、地図

上で目的の場所をクリックすることにより関連情報が入手できるよ

うになっている。特に地図に使用が限定されているわけではなく、

絵を中心としたメニューなどにも利用できる。ホームページを画像

中心に構成できるため、操作性の向上に役立つ。

CGI【シージーアイ】

Common Gateway Interface（共通ゲートウェイインター

フェイス）の略。HTTPDなどのWWWサーバーとサーバー

上で動作する外部プログラムとの汎用インターフェイス基準。

CGIに従って作成されたプログラムのことをCGIプログラム

と呼ぶ。データベースなどの外部資源から情報を取得し、そ

れをホームページに表示するといった機能をCGIプログラム

では提供することができる。サーチエンジンがその代表的な

例としてあげられるが、プログラムによる処理が可能なこと

から、アクセスカウンターやアニメーションの作成などにも

応用されている。プログラムに使用する言語はサーバーが搭

載されているシステムによって異なり、C/C++、Perl、Unix

シェル、AppleScriptなどが使える。システムがサポートす

るプログラミング環境を直接使用するため、セキュリティに

不安が残ることから、CGIを使えないようにしているサーバ

ーもある。
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JavaScript【ジャヴァスクリプト】

Java言語をベースに米ネットスケープ・コミュニケーションズ社

が開発したオブジェクト指向のスクリプト言語。Javaとほぼ同じ機

能をサポートしているが、Javaの場合ソースコードを一度コンパイ

ルしアプレットとして提供するのに対し、JavaScriptではプログラ

ムをHTML文書に埋め込み、ブラウザー（ネットスケープナビゲータ

ー2.0）のJavaインタープリターで解釈し実行する点が異なる。

JavaScriptで作成したアプリケーションはブラウザーですぐに動作

を確認できるのでJavaよりも簡便に取り扱うことができる。ただ

し、ハードディスクへの入出力が禁止されているため、画面制御の

使用に限られる。例えば、ネットスケープナビゲーターのウィンド

ウの一番下にあるステータス欄にテロップを流しているホームペー

ジを最近見かけるが、この仕掛けはJavaScriptで記述することに

より実現できる。

今回はモバイルコンピューティング、その他の用語を中心に解説しました。ご意見やご要望をお待ちしています。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

イントラネット（Intranet）

インターネットで培われた技術、あるいはインターネットそのもの

を利用して構築したネットワークのこと。現状では次の3つのフェー

ズがあると考えられる。

（1）TCP/IPなど、インターネットプロトコルに対応したソフトウ

ェアやハードウェア製品を使用してローカルエリアネットワーク（LAN）

や広域ネットワーク（WAN）を構築する段階。ベンダー独自の製品

に左右されずにオープンなネットワーク環境が実現できるため、コス

トを低く抑えたり、また保守も簡単に行えるといった利点がある。

（2）その組織に所属する人だけがアクセスできるサーバーを設置し、

情報交換や連絡を行う段階。インターネットユーザーは通常WWW

ブラウザーを使用してサーバーにアクセスしているため、この点ですで

にユーザーインターフェイスは統一されている。どのベンダーのWWW

ブラウザーも基本的な機能は同じであり、採用にあたって部門間で調

整する必要はない。また電子メール機能を備えるものもあり、WWW

ブラウザーだけで一通りの連絡業務がこなせるという利点もある。

（3）インターネットを内部のネットワークとみなして利用する段階。

従来、遠隔地との通信には独自のネットワークを構築しなければなら

なかったが、プロバイダーによって各地にアクセスポイントが設置さ

れ始めたこと、また暗号やファイアーウォールといったセキュリティ技

術の発達によって、インターネットを利用した専用ネットワークの構

築が可能になっている。インターネットの場合、通信経路が寸断され

ても迂回して確保できるため、従来のネットワークよりも災害に強い

という利点がある。

イントラネットは企業が社内専用のネットワークとしてインターネ

ットを利用するときの呼び方として定着し始めているが、この場合は

コーポレートイントラネット（Corporate Intranet）と表記するのが

正しい。実際の操作環境においてはイントラネットとインターネット

の区別を意識することが次第に少なくなることが予測され、今後は同

じ意味をもつ用語として使用される可能性が高い。Intranetはintra-

（内部）とnet（ネット）との混成語。現在では、ネット（Net）と

言えばインターネットのことを指すことが多い。

モバイルコンピューティング（mobile computing）

従来は、通勤中や出張中にノートパソコンなどを使用し、スケジュー

ルを確認したり報告書を作成するプロセスのことを指していたが、現在

ではこれに加え、ネットワークを使用して移動先から情報伝達を行うこ

とも含まれる。そのため、無線、携帯電話、PHSといった通信関係の

比重も高くなっており、現状を反映すればモバイルコンピューティング・

アンド・コミュニケーションズ（mobile computing and communications）

とするのが正しい。今後、イントラネットなどによって社内ネットワーク

へのアクセスが自由にできる環境が整えば、オフィスと同じ情報を移動

先でも入手できるため、移動オフィス（mobile office）の実現に一歩近

づくことになる。モバイルとモービルは、ウイルスとビールスの例に見ら

れるように単に表記上の相違にすぎない。

Amber【アンバー】

ネットスケープ・ナビゲーターのプラグインの1つ。WWWサーバーに

格納されているPDFファイルのビューアーとして米アドビ・システムズ社

から提供されている。Amberが提供されていないブラウザーでは、

Acrobat Reader（アクロバットリーダー）をヘルパーアプリケーション

としてインストールする必要がある。正式名はAcrobat Amber Reader

（アクロバットアンバーリーダー）。
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